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１．対象地域の状況
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１．東九州自動車道の概要

対象地域の状況

※R6.2 現在の道路網

南郷奈留道路

延長13.3㎞
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○東九州自動車道は、福岡県北九州市を起点

とし、大分県・宮崎県を経由し、鹿児島県鹿

児島市に至る高規格幹線道路。
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人口伸び率(H2=1.0)

〇宮崎県の人口が平成7年以降減少する中、対象地域（日南市・串間市）では県平均を下回る減少
傾向で推移。

〇対象地域では宮崎県と比べ老齢人口の割合が高く、生産年齢人口の割合が低い。

資料：国勢調査（R2）

全国（1.02）

宮崎県（0.92）

４．地域の現状と課題＜人口増加・市街化＞

資料：各年国勢調査

資料：各年国勢調査
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２．地域状況

対象地域の状況

■人口増減率の状況（H2⇒R2） ■人口の推移

50,848人
日南市

-25.4％

16,822人
串間市

-37.1％

29,329人
志布志市

-21.4％

串間市（0.63）
くし ま

日南市（0.75）
にちなん

■年齢階層別人口の割合

日南市串間市

65歳~
（老齢人口）

15~64歳
（生産年齢人口）

~15歳
（年少人口）

65歳~
（老齢人口）

15~64歳
（生産年齢人口）

~15歳
（年少人口）

老齢人口の
割合が高い

老齢人口の
割合が高い

生産年齢
人口の

割合が低い

生産年齢
人口の

割合が低い
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通勤・通学
20%

業務・営業
55%

観光・余暇
8%

買物・私用
16%

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

〇日南市・串間市間の自動車交通量は71百台/日である。
○対象区間を利用する交通は、業務・営業と通勤・通学を目的とする交通が約８割を占める。
○日南市、串間市の通勤・通学時の交通手段は、自動車が約８割と高く、全国平均、宮崎県平均に

比べても自動車への依存が高い地域である。

３．交通特性

対象地域の状況

※5百台以上を表示
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対象
区間

約８割

通勤・通学
20％

業務・営業
55％

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査

※日南市～串間市・大隅地域、
宮崎延岡地域～串間市・大隅地域
を対象に集計 （帰社・帰宅は除く）

■自動車交通流動（全目的） ■対象区間関連交通※の移動目的

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査

■対象地域における通勤通学時の交通手段

資料：国勢調査（R2）
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４．地域の特色

○対象地域に隣接する志布志港は、日本一の丸太輸出拠点港として主に中国への輸出を担うほか、
国際バルク戦略港湾に選定されているなど、全国有数の畜産地域への飼料穀物供給拠点である。

○地域の沿岸部は日南海岸国定公園に指定され、周辺には「鵜戸神宮」など、著名な観光地が広く
点在している。また、国内では、令和4年11月に国際クルーズ船の受入再開が公表され、油津港
では、令和5年3月に再開以来初の寄港を受け入れた。

■主要観光地

対象地域の状況対象地域の状況

都井岬(串間市) 鵜戸神宮(日南市)ダグリ岬(志布志市) 飫肥城(日南市)

■志布志港発の丸太輸出国割合

＜国際バルク戦略港湾の一覧＞

穀 物 志布志港、鹿島港、名古屋港、水島港、釧路港

鉄鉱石 木更津港、水島港・福山港

石 炭 徳山下松港・宇部港、小名浜港

資料：国土交通省港湾局

■油津港のクルーズ船寄港回数推移

資料：九州クルーズ振興協議会資料：貿易統計（R4）

資料：畜産統計（R4）

R4.11（国際クルーズ
船受入再開を公表）
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全国輸出量
1,321千㎥

(R4)

中国
88.0%

台湾
9.7%

韓国
2.2%

ベトナム
0.1%

志布志港
R4輸出量
400千㎥

う ど じんぐう

資料：貿易統計（R4）

■丸太輸出量の港別割合 ■都道府県別畜産飼養頭数シェア

宮崎空港

鹿児島空港

至大分

至熊本・福岡

油津港

志布志港



九州地方整備局

２．一般国道２２０号（東九州自動車道）
南郷奈留道路の概要
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・事業名:一般国道220号（東九州自動車道）南郷奈留道路

・区間：宮崎県日南市南郷町中村甲～宮崎県串間市大字串間 ・延長：13.3km

・車線数：2車線 [自動車専用道路] ・計画交通量：約8,600台/日 ・全体事業費：約６５０億円

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道２２０号（東九州自動車道）南郷奈留道路の概要

【計画概要】

【事業の経緯等】

・H25.5 ：計画段階評価の手続き 日南～志布志 延長約40㎞
・H28.1 ：都市計画(決定)告示 日南IC(仮称)～志布志IC(仮称) 延長40.7㎞
・H28年度：新規事業化 日南・志布志道路 延長6.9km
・H31年度：新規事業化 油津・夏井道路 延長20.5km

標準断面図

にち なん

単位：m

なん ごう ちょう なか むら こう くし ま くし ま

鹿児島県
宮崎県

南郷奈留道路

事業位置図

一般部

橋梁部 トンネル部
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九州地方整備局
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３．地域の課題と整備効果



ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題地域の課題と整備効果

１．災害時におけるネットワークの脆弱性

【整備効果】
○現道の道路寸断時に発生する広域迂回の解消、災害時の救援活動に機能する信頼性の高い高速ネッ

トワークの形成。〔防災点検要対策箇所：【現況】3箇所→ 【整備後】0箇所〕
〔津波浸水区間延長 ：【現況】0.3km → 【整備後】0km 〕

【課 題】
●並行する現道区間には、防災上危険な箇所（防災点検要対策箇所：3箇所）があり、南海トラフ地震発生

時に津波被害が発生する区間が約0.3km想定されているなど、防災上脆弱な箇所が存在。
●緊急輸送道路（重要物流道路）である国道220号で災害による通行止が発生した場合は、大きな迂回を強いら

れ、救命・救援活動に支障をきたすことが懸念される。
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■ 国道220号の現状と課題

串間市役所

（仮）串間IC

◆日南市役所～
串間市役所間
の所要時間

《迂回路》
高規格道路経由

約100分※1 日南市役所

《現状》
国道220号経由

約50分※1

（仮）
南郷IC

■津波浸水想定※2

※2：県としての新たな「津波浸水想定」の設定 について
R2.2.14 【宮崎県】
鹿児島県津波災害警戒区域の指定について
R3.3.26 【鹿児島県】

※1：R3道路交通センサス現道：
混雑時旅行速度より算出
未整備区間：
東九州自動車道・
都城志布志道路
V=80km/hで算出



串間市民
病院
65%

その他串間
3%

県立日南
病院
16%

他日南
方面
2%

志布志
方面
7%

ドクターヘリ
4%

その他
4%

搬送件数
858件
（R4）

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題地域の課題と整備効果

２．医療施設へのアクセス性の向上

【課 題】
●串間市民病院では受け入れができない重篤患者は県立日南病院（第二次救急医療施設）へ搬送され

ている。その割合は全体の約2割を占めるが、救急搬送路となる国道220号は道路線形が厳しく、搬送
時に救急患者に負担がかかる等、搬送環境に課題が生じている。

●また、令和４年には串間市から宮崎大学医学部付属病院（第三次救急医療施設）へ10件の救急搬送が
あり、年間延べ約4千人が通院しているが、高規格幹線道路が未整備のため、救急搬送、通院に時間
を要し、患者に対する負担が生じている。

■杉丸太生産量ランキング（R4） 森林組合
木材市場

写真①

11

■原木輸送経路

【整備効果】
○医療施設への走行性および速達性向上により医療活動を支援し、地域で生活が営める環境を維持。

〔平面線形が厳しい箇所 【現況】： 7箇所 ⇒ 【整備後】： 0箇所〕
〔縦断線形が厳しい箇所 【現況】： 9箇所 ⇒ 【整備後】： 0箇所〕

串間市役所

清武南IC

日南東郷IC

（仮）奈留IC

宮崎大学
医学部

付属病院
（第三次）

◆串間市役所～
宮崎大学医学部

付属病院
の所要時間

串間市民病院（第二次）

県立
日南病院
（第二次）串間市から県立日南病院の

主な経路

■ 国道220号の線形（平面・縦断）不良箇所 ■串間市役所から宮崎大学医学部付属病院へ
の所要時間

■救急搬送先割合
（串間市）

資料：串間市消防提供資料

《将来》
東九州道経由

約55分※1
《現状》

国道220号経由

約90分※1

※1：R3道路交通センサス現道：
混雑時旅行速度より算出
未整備区間：
東九州自動車道・
都城志布志道路
V=80km/hで算出

くし ま



【整備効果】
○周遊ルートの形成および、観光地間の移動時間短縮による県南地域の一体的な観光振興の支援。

〔宮崎空港⇔ダグリ岬の所要時間 【現況】：８２分 ⇒ 【整備後】：６４分（１８分短縮） 〕

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題地域の課題と整備効果

■主要観光地と整備により期待される周遊ルート■宮崎空港利用者数と観光入込客数の推移

３．広域周遊観光に不可欠な高速ネットワーク
【課 題】
●新型コロナウイルス感染症の影響で、宮崎空港利用客数は減少したが、R4年から国内線利用客数が

回復傾向にあり、令和5年9月には国際線（韓国）が就航再開するなど観光産業の回復に期待。
●一方で、高速ネットワークがなく、広域移動や定時性の確保が困難な日南市、串間市においては、コロ

ナ禍で大幅に観光客数が減少したが、現在は増加傾向となっており、開通区間の整備効果も確認され
るなど、今後の道路整備に期待。
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コロナ禍

国際線運休
（R2.3より）

資料：宮崎県観光入込客統計調査結果

宮崎空港

至大分

至熊本・福岡

清武南IC-
日南北郷IC
R5.3開通

97

142

0

50

100

150

R4.5 R5.5

観
光
客
数

（百人）
■観光客数（道の駅なんごう）

約5割増

東九州道開通（R5.3）：現況観光ルート
：整備後周遊ルート

資料：東九州道清武南IC～日南北郷IC開通による整備効果

東九州道の開通によるアクセス性
向上により観光客が増加
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九州地方整備局

４．費用便益分析結果
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便 益 Ｂ／Ｃ
走行時間短縮便益 約3,761億円 合 計

約4,379億円
走行経費減少便益 約499億円

交通事故減少便益 約119億円

事 業 費
事業費 約4,098億円 合 計

約4,370億円
維持管理費 約246億円

更新費 約26億円

4,379億円
1.002＝

4,370億円

※現在価値化後

費用便益分析結果

14

1.4〔2％〕
1.7〔1％〕

※

※

便 益 Ｂ／Ｃ
走行時間短縮便益 約324億円 合 計

約377億円
走行経費減少便益 約37億円

交通事故減少便益 約16億円

事 業 費

事業費

改良費 約289億円

約650億円
(約443億円)

合 計

約772億円
(約475億円)

橋梁・トンネル・IC費 約238億円

その他工事費 約31億円

用地補償費 約10億円

間接費 約83億円

維持管理費
約122億円
(約32億円)

377億円
0.8＝

475億円

1.2〔2％〕
1.4〔1％〕

※

※

【東九州自動車道（清武JCT～志布志IC ）】

【今回事業化区間（南郷奈留道路）】

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後

※現在価値化後

上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト
※比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト
※比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

※現在価値化後



開通済区間
延長19.0km

清武JCT～日南北郷

開通済区間
延長9.0㎞
日南北郷
～日南東郷

事業中区間
延長3.2㎞
日南・

志布志道路
（日南区間）

事業中区間
延長6.4㎞

油津・夏井道路
（油津区間）

新規事業
候補箇所
延長13.3㎞
南郷奈留道路

事業中区間
延長14.1km

油津・夏井道路
（串間・夏井区間）

事業中区間
延長3.7km
日南・

志布志道路
（志布志区間）

B/C
(全事業)

EIRR

新規事業
候補箇所

※１ ※１ ○ ※１ ※１ 0.8 2.7%

一体評価
区間※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.002 4.0%

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※1：新規事業候補箇所のB/C等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む
※2：基準年をR5として計算

日南東郷IC
にちなん と うご う

志布志IC
し ぶ し

し ぶ し

清武JCT
きよたけ

清武IC
きよたけ

宮崎IC
みやざき

日南北郷IC
にちなんきたごう

清武南IC
き よ た け み な み宮崎西IC

みやざきにし

日南市
に ち な ん

志布志市
し ぶ し

宮崎市
みやざき

串間市
く し ま

油津港
あぶらつこう

志布志港

宮崎空港
みやざき

宮崎港
みやざき

南郷IC
(仮称)

なんごう

油津IC
(仮称)

あぶらつ

奈留IC
(仮称)

な る

串間IC
(仮称)

くしま

夏井IC
(仮称)

なつい

至 大分

開通済区間
事業中区間
対象区間

凡 例

東九州自動車道 延長約69ｋｍ

費用便益分析結果
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九州地方整備局

５．とりまとめ
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